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要 約 

 腐植質抽出液を飲用水に添加し、1 週齢から 8 週齢のブロイラ－に給与した場合の生産性等に

及ぼす影響について調査し、以下の結果を得た。 

１．試験区は、対照区に比べ、飼料消費量は増加したものの、増体は良く、飼料要求率は低下し、 

増体性及び飼料利用性の向上がみられた。 

２．肉質に影響は及ぼさなかった。 

３．悪臭を抑制する効果はみられなかった。 

 

緒 言 

 腐植物質は、主として植物の腐植により生じる有機酸で、アルカリ及び酸に対する溶解性から

フミン酸、フルボ酸及びヒュ－ミンに分けられる。土壌や天然水中に広く分布している腐植物質

には、物理的、化学的及び生物学的作用が認められており、農業や工業等さまざまな分野で利用

されている。 

 畜産分野では、腐植ペレットや腐植酸を畜舎排水、家畜のふん堆肥及び給与飼料に添加した試

験がなされ、水質の浄化、悪臭の軽減及び生産性の向上等の効果が明らかになっている２～９)。 

しかしながら、腐植質抽出液を飲用水に添加し、家畜に給与した場合の生産性等に及ぼす影響

について調査した報告はない。 

 今回、腐植質抽出液を飲用水に添加し、ブロイラ－に給与した場合の生産性等に及ぼす影響に

ついて検討したので報告する。 

 

材料及び方法 

１．供試資材 

供試資材は、市販の 

腐植質抽出液（商品名 

：エコロクリスタル） 

で、腐植質抽出液に含 

まれる主たる成分は次 

のとおりである（表１）。 

１）株式会社Ｔ－ウィッシュ ２）潮技研株式会社 

表 1 腐植質抽出液に含まれる主たる成分         単位：ppm 

成分名 Ｃａ Ａl Ｍｇ Ｎａ Ｆｅ Ｍｎ Ｓｉ Ｓｎ 

濃 度 53 45 20 18 8.8 5.5 2.2 0.87 

 ＊液性：PH 2.2 
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２．試験区分及び飲用水の活性化法 

試験区分は、飲用水に腐植質抽出液を 0.07％添加した試験区と飲用水のみの対照区とした。 

試験区の飲用水は、エア－ポンプ、散気管をセットした 200ℓ容量の水槽内に活性炭フィルタ

－でろ過した水を張り、腐植質抽出液を添加した後、花崗岩を入れた土嚢袋を吊るし、1 週間

エアレ－ション処理した後、飲用に供した。対照区の飲用水は、活性炭フィルタ－でろ過した

後、飲用に供した。 

３．供試鶏及び飼養管理 

  供試鶏は、チャンキ－を用い、1 区画（3.3 ㎥）に 16 羽（雌雄混飼）を収容した。 

  供試羽数は、各区 16 羽の 2 反復とした。 

  衛生管理及び日常管理は、当場のプログラムに従った。 

４．調査項目 

 １）発育検査 

   生存率、体重、飼料消費量及び飼料要求率を 1 週間間隔で調査した。 

 ２）と体検査 

   試験終了時に、各区より雄 2 羽及び雌 2 羽を用いて、正肉歩留率及び腹腔内脂肪率を調査

した。 

 ３）肉質検査 

   各区より雄 2 羽及び雌 2 羽の浅胸筋（胸肉）を用いて、ＰＨ、肉色、加熱損失、圧搾肉汁

率、破断応力、破断歪率及び破断エネルギ－を 3 反復測定した。また、胸肉皮下脂肪を用い

て、脂肪融点を 3 反復測定した。肉色は、色彩色差計（MINOLTA CR-300）を、破断応力、破

断歪率、破断エネルギ－は、レオメ－タ－（山電 RE-3305）を使用した。 

 ４）臭気検査 

   試験終了時に、各区より採糞した鶏糞 200ｇを 5ℓのフレックスサンプラ－に無臭空気とと

もに封入後、直ちに恒温乾燥器に入れ 30℃に維持し、1、2、4、24 時間後のアンモニア、硫

化水素及びメチルメルカプタン濃度を北側式検知管で 3 反復測定した。 

５．試験期間 

 試験期間は、平成 20 年 7 月 28 日（3 週齢）から平成 20 年 9 月 1 日（8 週齢）までの 35 日

間とした。 

６．解析方法 

  デ－タの解析は、Student の分散分析による対応のないｔ検定を行った。 

 

成 績 

１．発育検査成績 

  生存率は、各区でへい死が見られたため低かった。 

体重は、試験開始時には区間に有意差は認められなかったが、試験終了時には試験区と対照

区との間に有意差（Ｐ＜0.05）が認められ、試験区が対照区に比べ体重が重かった。 

増体重は、試験区と対照区との間に有意差（Ｐ＜0.05、Ｐ＜0.01）が認められ、試験区が対

照区に比べ増体が良かった。 

飼料消費量は、試験区と対照区の間に有意差（Ｐ＜0.05）が認められ、試験区が対照区に比

べ飼料を多く消費した。 

飼料要求率は、試験区と対照区との間に有意差（Ｐ＜0.01）が認められ、試験区が対照区に

比べ飼料要求率が低かった（表２）。 
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２．と体検査成績 

  正肉歩留率及び腹腔内脂肪率を調査したが、いずれも区間に有意差は認められなかった（表

３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．肉質検査成績 

ＰＨ、色、加熱損失、圧搾肉汁率、脂肪融点、破断応力、破断歪率及び破断エネルギ－を調

査したが、いずれも区間に有意差は認められなかった（表４）。 

 

４．臭気成績 

  アンモニア濃度は、2 時間後及び 4 時間後に、試験区と対照区の間に有意差（Ｐ＜0.01、Ｐ

＜0.05）が認められ、試験区は対照区に比べ高く推移したが、24 時間後には区間に有意差は

認められなかった。 

硫化水素及びメチルメルカプタン濃度は、各区とも 24 時間後に初めて検出されたが、区間

に有意差は認められなかった（表５）。 

 

 

 

 

 

表 2 発育検査成績 

区分 性別 
生存率 

（％） 

体重（g／羽） 増体重 

（g／羽） 

飼料消費量 

（g／羽） 
飼料要求率 

開始時 終了時 

試験区 

雄 83.3 750±47 3,874±464
a 
  3,118±412

a 
  5,607±775

a 
  1.794±0.01

A 
  

雌 100 693±31 3,157±281
a 
  2,464±252

A 
  4,394±455

a 
  1.783±0.01

A 
  

対照区 

雄 82.3 750±29 3,513±289
b 
  2,763±264

b 
  5,051±488

b 
  1.828±0.02

B 
  

雌 66.7 699±26 2,832±280
b 
  2,133±258

B 
  3,863±489

b 
  1.810±0.03

B 
  

 飼料消費量は、区毎に週間の１日１羽当たりの飼料消費量に死亡した鶏の飼育日数を乗じて算出し 

た飼料消費量を全体の飼料消費量から差し引いて補正した。 

ａ 

 

b 

 、
A 

 

B 

 ：異符号間に有意差あり（
a 

 

b 

 ：P＜0.05、
A 

 

B 

 ：P＜0.01） 

表 3 と体検査成績 

区分 性別 
正肉歩留まり（％） 腹腔内脂肪率 

（％） もも むね ささみ 計 

試験区 
雄 21.7 18.9 3.8 44.2±2.3 1.9±0.6 

雌 20.0 21.1 4.2 45.3±2.0 2.8±0.5 

対照区 
雄 22.1 19.0 3.7 44.7±1.1 1.8±0.4 

雌 20.8 19.9 4.4 45.1±0.4 2.3±0.3 
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考 察 

 腐植質抽出液を飲用水に 0.07％添加し、3 週齢から 8 週齢のブロイラ－に給与した場合の生産

性等に及ぼす影響について調査した結果、試験区では、対照区に比べ、飼料消費量は有意に増加

したものの、増体は有意に高く、飼料要求率は有意に低下し、増体性及び飼料利用性の向上がみ

られた。また、正肉歩留率や腹腔内脂肪率等の肉質に差は認められなかった。 

フミン酸を給与飼料に 0.2％、0.4％、0.6％添加し、採卵鶏に給与した小松ら３）の報告では、 

産卵率、卵重、卵質、飼料消費量、飼料要求率に有意差はみられていないが、フミン酸塩を給与

飼料に 0.1％及び 0.2％添加し、産卵後期の採卵鶏に給与した M.A.Yoruk ら５）の報告では、卵質

に差は認められなかったものの、対照区に比べ産卵率が有意に高く、飼料効率が改善されている。

また、フミン酸を給与飼料に 1％及び 3％添加し、産卵後期から末期の採卵鶏に給与した上山ら４) 

の報告でも、産卵率や飼料要求率等の生産性及び卵殻強度やハウユニット等の卵質に有意差は認

められなかったものの、単飼ではフミン酸を 1％添加した試験区において、産卵率が高く推移し、

加齢による産卵率の低下を抑制し、飼料消費量が増加する傾向がみられている。今回の試験は、

ブロイラ－への給与試験であり、腐植物質の種類や添加水準、給与方法も異なるため比較検討す

ることはできないが、試験区は対照区に比べ発育及び飼料要求率が良かったことから、腐植質抽

出液の利用はブロイラ－の生産性の向上に有効な資材であると考えられる。 

表 4 肉質検査成績 

検査項目 
試験区 対照区 

雄 雌 雄 雌 

ＰＨ 6.3±0.3 6.0±0.2 6.0±0.1 6.1±0.3 

肉色 Ｌ値 50.4±2.3 51.3±1.9 50.9±0.6 50.8±3.0 

肉色 ａ値 10.1±1.2 7.2±2.2 7.7±1.4 7.5±2.5 

肉色 ｂ値 7.0±1.5 5.8±1.0 5.5±1.0 7.3±1.1 

加熱損失（％） 22.8±2.6 21.8±1.8 24.9±1.9 23.3±1.1 

圧搾肉汁率（％） 45.5±1.4 45.8±2.4 45.8±2.5 45.8±1.0 

脂肪融点（℃） 29.0±2.6 31.0±0.3 28.6±0.9 31.7±0.1 

破断応力（Ｎ／mˆ２ 

 ） 6.8±1.6 7.1±3.6 10.3±4.6 8.2±5.0 

破断歪率（％） 70.3±5.1 74.0±5.5 80.0±5.4 68.2±10.3 

破断エネルギ－（Ｊ／mˆ３ 

 ） 1.7±0.4 1.9±0.8 2.8±1.2 2.0±1.0 

 

表 5 臭気検査成績                          単位：ppm 

区分 
アンモニア 硫化水素 メチルメルカプタン 

１時間後 2 時間後 4 時間後 24 時間後 24 時間後 24 時間後 

試験区 112±28 117±20
A 

  72±25
a 

  27±16 7±10 6±7 

対照区 93±10 87±10
B 

  41±11
b 

  22±18 48±104 9±11 

 ａ 

 

b 

 、
A 

 

B 

 ：異符号間に有意差あり（
a 

 

b 

 ：P＜0.05、
A 

 

B 

 ：P＜0.01） 
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 また、排泄された鶏ふんのアンモニア濃度は、試験区が高い傾向にあり、特に 2 時間後及び 4

時間後の発生量は有意に高かった。硫化水素及びメチルメルカプタン濃度は、24 時間後に初めて

検出されたが差は認められなかった。 

小松ら３）は、フミン酸を含有する脱臭資材を飼料添加することにより、鶏ふんのアンモニア態 

窒素量の低減効果がみられたことから、フミン酸の利用は悪臭防止対策資材として有効であるが、

その利用に当たっては、添加量の増加が必ずしも悪臭低減効果と連動しないことから、フミン酸

の適正な使用が必要であると報告している。上山ら４)も、フミン酸を飼料添加することにより、

嫌気条件下においては、アンモニア、硫化水素及びメチルメルカプタンの発生量を抑制する傾向

がみられたことから、フミン酸添加による悪臭軽減効果の可能性を報告している。このようにフ

ミン酸の悪臭軽減効果については、添加量等によって成績が異なることから、腐植質抽出液の悪

臭軽減効果についても、今後は、より高い添加水準の検討が必要であると思われる。 

また、自然浄化法による汚水処理技術では、腐植ペレットといっしょに珪酸を多く含む安山岩

質の軽石が用いられており、汚水処理には珪酸塩の存在が必須要因とされている１、2、10)。今回の

試験では、軽石よりも珪酸を多く含む花崗岩を利用したが、今後は、軽石との比較検討も必要で

あると思われる。 
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